
臨床心理学専攻カリキュラムマップ

口 1 年次 2 年次
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臨床心理学特論I I[ 
心珊援助職のための応用医学特論 1 
心珊援助職のための多職種運携 I 

臨床心理面接特論I (心理支援に
関する理諭と実践）

心の健康教育に関する理綸と実践
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心理学研究法特論
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臨床心理学特論II

臨床心理面接特論II

臨床心理査定演習II

力動的心理療法特論

・心身医学と心理
支援（保健医
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分
野に闘する理論と
支援の農開）
・教育臨床心理学
特論（教育分野に
関する理論と支援
の農開）
・家族・集団臨床
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・心理実践実詈II ・面接技法漬詈 詈）

（心理臨床事例検討
実詈I)

・産業・労働心理学特論
（産業・労働分野に
.する理論と支援の農開）
•福祉心理学特論

（福祉分野に.する理論と
支援の

晨

開）
- . 犯罪心理学特論('!J法・

犯鼻分野に闘する
理論と支援の農開）

・臨床心理実詈I
（心理実践実詈m c心理臨床

ー事例検討実詈II))
・臨床心理実詈II
・心理実践実詈C (
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神・神
経領域病院実詈）
・心理実践実詈D (身体鋼域
粛院実詈）
・心理実践実詈W(学内相談
室実詈）

研究指導（修士論文）

臨床心理学
研究法特論

・敏育臨床心理学糟論（敏育分野に●する理•と
支援の晨厠） ・産業・労働心理学特論（産業・労
・家康・集団塵床心理学特論（家簾麗係・集団． 働分野に11する理論と支援の農開）
地蟻社会における心遍支援に麗する遍論と実践） •福祉心理学特論（福祉分野に.す
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課題研究
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ディプロマ・ポリシーの各項目の達成は、以下に示す体系的教育をもって実現します。 

 

＜臨床心理学専攻＞ 

①専門知識・理解 

１、２年次に配置された基礎科目により、臨床心理学の理論を学習し、またその支援方法

に関する専門知識を理解・修得します。さらに、臨床科学に関する知見を深めます。引き続

き開講する各特論により、心理援助者として活躍するための幅広い専門の知識を身につけ

ます。 

 

②研究能力・応用力 

１年次通年の基礎科目「臨床心理学研究法特論」により専門的研究実施の基礎的能力を修

得します。具体的には、関連する学問分野の論文を読む能力と研究を遂行するために必

要な基本的知識を学びます。その後、自己の関心のあるテーマについて探求し、心理学

の問題を解決するための方法を科学的根拠に基づいて導き出せる能力を修得します。さ

らに、2 年次通年の「課題研究」では修得した研究手法を用いて適切に研究を実施し、

データ分析や論文を作成する方法を身につけます。 

 

③倫理観・社会的責任 

１年次通年の基礎科目「心理援助者のための職業倫理と研究・生命倫理」において、研究

倫理、安全教育、情報リテラシー、知財などの研究遂行に関わる倫理と、心理援助者として

必要な職業倫理及び倫理的意思決定について系統的知識を身につけます。さらに、主要５分

野に関する理論と支援の展開の授業で、心理援助者としての法的責任や社会的責任を自覚

し、臨床実践の質向上に貢献できる能力を培います。 

 

④グローバルマインド 

１年次後期の「教育臨床心理学特論」、「家族・集団臨床心理学特論」、「臨床心理学特論Ⅱ」

２年次前期の「産業・労働心理学特論」、「福祉心理学特論」において、多様性を尊重した心

理支援を行うための態度と知識を身につけます。また、「臨床心理学研究法特論」及び「課

題研究」の中で、英語文献を講読し、国際的な視野で臨床心理学的研究の現状を理解し、研

究を遂行する能力を培います。 
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